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本論文は、幼児が造形表現を行う過程を他者やモノとの相互作用に着目し明らかにする

ことを目的としている。4 歳児が幼稚園自由遊び場面において製作コーナーで廃材を用い

て行う造形表現過程を観察記録し分析検討を行った研究である。論文は、全体で３部８章

から構成されている。 
第Ⅰ部第１章では、先行研究を概括し、モノや人との相互作用を通して造形表現を検討

する枠組みとして、第一次人工物としての素材や道具からモチーフが生成され、第二次人

工物としての製作物から製作目的が生じ、第三次人工物として製作物を使った遊び（想像

上の意味世界）が生じるという人工物の高次化過程を、身体的位相、視覚的位相、言語的

位相から捉える理論枠組みを、社会文化的アプローチの視座から導出している。第２章で

は、その方法論として、参与観察と微視発生的分析を論じている。 
第Ⅱ部第３章では、4 歳児 1 名の 6 か月間の製作過程の変化の分析から、他児との製作

物の共同注視（視覚的位相）、他児への「見せる」行為の発生（身体的位相）の後に、モチ

ーフ発話が発生（言語的位相）されるというプロセスを明らかにしている。第 4 章では、

視覚的位相において、幼児の注視方向と取り入れた製作要素の関連性の時系列解析から、

製作物への注視からの短時間の注意逸脱が、独自のモチーフを生み出す際に生じることを

複数の事例をもとに示している。第 5 章では、身体的位相において、他者に「見せる」行

為には, 製作結果の伝達と製作過程の交渉という 2 機能を同定できること、4 歳児におい

ては見せる際に製作意図の言語表現が行われることを示している。さらに第 6 章では、「見

せる」行為は 1 年間の中で時期や相手により機能が異なること、製作過程に仲間との親密

性や製作経験が影響すること、製作行為から製作物を使い遊ぶ行為へと展開が見られるこ

とを示している。第 7 章では、言語的位相において、2 名の抽出児の 1 年間の変容の事例

分析から、製作過程の変化は、加齢による発達だけではなく、個人の表現スタイルの影響

が大きいことを明らかにしている。 
そして第Ⅲ部第８章の総合考察では、上記 5 つの研究を総括し、幼児の造形表現の基本

構造モデルを示し、本研究が表現活動に与える示唆や意義および今後の残された課題と展

望を総括している。 
本論文は、幼児の造形表現プロセスを独自の理論枠組みで分析検討したことで、保育研

究における表現分野に与える意義は大きく、また当該分野にとどまらず、人やモノを介し

た相互作用における視覚、身体、言語位相の新たな分析方法を開発した点でも独自性が高

いと評価された。よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するに十分にふさわし

い水準にあると判断された。 


